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山

峡
に

咲
け
る
さ
く
ら
を
た
だ
ひ
と
目

君
に
見
せ
て

ば
何
を
か
思
は
む

ご万

葉

集

）

さ
　

く
　

ら

さ
く
ら
は
日
本
で
は
占
く
か
ら
黶
で

陋
ま
れ
て
き
ま
し
た
。
矜
は
さ
く
ら
と

い
え
ば
山
桜
を
哂
し
ま
し
た
が
。
現
在

日
本
中
に
広
ま
り
。
公
園
や
呀
。
並
木

な
ど
に
咲
き
ほ
こ
っ
て
い
る
さ
く
ら
は

ほ
と
ん
ど
が
染
井
古
野
で
江
戸
の
昔
。

染
井
の
植
木
屋
が
売
り
出
し
た
も
の
と

い
わ
れ
て
い
ま
す
。

さ
く
ら
は
観
て
楽
し
む
ほ
か
優
れ
た

建
築
材
‐
案
良

材
・
薬
用
な
ど
に
も
利

用
さ
れ
日
本
人
に
粡
し
ま
れ
て
い
ま
す
。

：
‐
’花
や
譱
は
塩
漬
に
し
て
優
雅
な
さ

く
ら
茶
に
。
葉
は
く
ｒ

餅
や
さ
く
ら
餅

に
澡
え
て
懐
し
い
か
お
り
『
ク
マ
リ
ン

配
当
体
に
よ
る
』
を
与
え
ま
す
。

７゙ ７

4 月



大

木

戸

小

学

校

を

改

築

昭
和
五
十
二
年
度

一

般

会

計

予

算

十
三
億
一
千
百
万
円

昭
和

五

十
二

年

度
の
国

見
町

一
般
会

計
予

算
お
よ

び
特
別

会

計

予
算

が

、
三
月

の
町

議
会

定
例

会
で
可

決
さ

れ
ま
し

た
。

今

年
の

一
般

会

計
の
予

算
規

模
は

、
十

三

億
一
千
万

円

、
前

年

度
に
比
べ
る
と
二
億
八

千
四
百
七
十
万
円
の

増

。
率
に

し
て

二
七

・

七
％
の

伸
び
と

な
り

ま
し
た

。
こ

の
伸

び
は

、
大
木

戸
小

学
校

危

険
校

舎
改

築
事

業
を

最
重

点
と

し
、
次

い
で
公

営
住

宅
の

建
設

、

町
遭
の

新
設
・
改
良
な
ど
の

重
点

事
業
の
予

算
化

に
よ

る
も
の

で

す
。

ま
た

。
特
別

会
計

予
算
は

三

億
七
千
二

百
十

九
万
円

で
四
％

の

伸
び
に

と

ど
ま

り
ま

し
た

。

こ
こ

で

は
主
に

一
般
会

計
の

使
い
み
ち

に
つ

い
て

お
知
ら

せ
し

ま
す

。歳

入

今
年
の
町
財
政
の
歳
人
に
つ
い
て
は

景
気
の
川

腹
の
お
く
れ
か
ら
町
税
の
伸

び
も
あ
ま
り
期
磚
で
き
ず
、
ま
た
、
財

源
の
あ
ら
ま
し
を
占
め
る
地
方
交
付
税

も
閥
税
の
減
収
な
ど
か
ら
伸
び
悩

人
で

お
り
、
苦
し

い
状
態
で
す
．

卜ｎ
な
科
目
に
つ
い
て
紮
顫
と
構
成
比

を
兄
て
み
ま
す
と
、
地
方
文
付
税

が
丘

噫
六
Ｆ

二
．自
こ
十
八
万
円
で
最
も
多

く

四

．
了

九
％
を
占

め
て
お
り
ま
す
．
次

い
で
町
債
【
町
の
ぽ
ｔ

ゝ
が
．
．億
三
千

瓦
μ

七
十
万
円
で

．
八
％
、
町
税
が

．

億
八
ｆ
二
百
四
．万
円
で

．
．こ
・
九

气

国

鳳
支
出
金
が
一
億
五
1
.
四
．白
六
十
六

万
円
で
一
一
・
八
％

と
続

い
て
お
り
ま

す
．特

に
同
川
女
出
金

に
つ

い
て
は
、
大

木
戸
小

学
校
や
公

富
住
宅
の
建
設
事
業

が
新
た
に
増
え
た
こ

と
で
一

‐．
四
・
四

％
の
増
と
な
り
、
町
債
も
そ
れ
ら
の
夲

襃
を
兄
込
ん
だ
た
め
七
七
・
二
％
伸
び

ま
し
た
。。

ま
へ

歳
人
全
体
を
、
国

や
県

に
た

よ
る
依
存
財
源

と
町
が
生
み
出
１
白
ｔ

財
源
と
に
わ
け
て
み
る
と
、
依
存
財
源

は
八
〇
・
六
％
を
占
め
、
町
税
な
ど
の

白
ｔ
財
源
は
、
前
年
贋
よ
り
Ｉ
・
一
％

低
い

。
九
・
四
％
に
す
ぎ
ま
せ
ん
。

歳

出

こ

と
し
は
大
木
戸
小
の
改
築
を
最
重

点
事
翦

と
し
て
と
り
七

げ
る
と
と
も
に
、

健
全
財
政
を
維
持
す
る
た
め
に
、
ど
う

し
て
も

必
要
な
経
費
も
な
る
べ
く
最
少

限
に
お
さ
え
る
よ
う
男
力

し
ま
し
た
。

そ
の
砧
果
、
目
的
別
に
み

る
と
、
最

も
苳
い
の
が
教
育
費
（
二
五

・
九
％
ヽ

次
い
で
ｔ
木
費
（
一
八

・
一
二
％

）
総
舟

費

一
て
こ
％

｝
瓜
生
費
（

）
。
・
九
％
）

農
林
水
産
業
費
の
嘔
と
な
っ
て

い
ま
Ｉ

。

ま
た
性
質
別
に
見
る
と
、
建
設
窄
集

な
ど
の
投
資
的
経
貿
が
大
幅

に
増
え
、

人
件
費
な
ど
の
義
務
的
碓

費
が
低
下

し

ま
し
た
。

教
育
費

支

出

で

第

一

位

を

占

‘め

る

牧

斤

ｆ

算

は

、

．
．一
唖

．
．．
Ｆ

九

百

九

Ｆ

．
．
万

円

で

、

歳

出

予

算

総

顛

の

こ

八

・

九

％

を

占

め

て

い

ま

Ｆ

。

次

代

を

に

な

う

ｆ

ど

も

遠

の

健

令

宵

成

の

た

め

に

教

宵

環

境

の

螫

倫

を

は

か

り

．

教

育

の

娠

興

に

つ

と

め

ま

す

特

に

今

年

は

大

木

戸

小

幸

校

の

改

娶

が

ｆ

定

さ

れ

て

い

ま

す

、

ま

た

、

町

民

か

健

全

な

生

活

を

営

む

た

め

の

、

社

会

教

宵

、

ほ

健

体

宵

振

興

の

経

費

で

す

、

・

大

木

．
尸

小

幸

校

建

設

貿

．
億

八

で

．一
七

九

万

円

・

小

学

校

備

品

購

人

費

四

七

二

万

円

・

中

幸

校

備

品

隲

人

費

一

九

四

万

円

；

小

・

中

学

校

の

夜

間

腎

備

委

託

糾

一
一
七

〇

万

円

・

要

保

縛

な

ど

の

児

童

生

筒

援

助

費

一

．
二

円

万

円

・

組

合

立

大

技

小

学

校

負

担

金

こ

八

四

万

円

・

学

校

給

食

連

営

費

補

助

金

四

七

万

円

・

中

学

校

教

室

の

床

張

替

工

事八
一
こ
万

円

・

中

乍

校

中

庭

測

溝

工

事

‐‐
こ
九

万

円

・

幼

稚

聞

の

児

蔽

用

い

す

な

ど

備

品

購

人

費
　
　
　
　
　
　

八

六

万

円

・

町

瓜

幸

校

の

闃

設

搾

費

丘

六

万

円

・

青

嶇

・

婦

人

団

体

な

ど

の

育

成

費

．・
一
八

万

円

・

公

民

館

閥

み

購

人

費

．一
了

一
万

円

・

文

化

財

保

縵

経

賢
　
　

七

二

万

円

・

町

体

宵

協

会

哺

助

金
　

瓦

○

万

円

・

体

育

館

の

管

理

運

営

に

要

す

る

経

賢

二

〇

八

万

円

・

原

た

め

跡

地

運

勦

の

整

備

賢

．
一
〇

〇

万

円

・

給

食

セ

ン

タ

１

負

姐

愈
べ

．
て

二

万

円

現
在
の
大
木
戸
小
学
枚



歳 入歳 出( 目的別)

土
木

費

支
出
の
二
番
目
に
大
き

い
の
が
二
億

四
千
二
十
三
万
円
の
土
木
費
で
、
歳
出

の
一
八

こ
こ
％
を
占
め
て

い
ま
す
。
こ

の
経
費
は
、
道
路
や
檎
梁
河
川
の
整
纎
、

維
持
補
修
、
都
市
計
画
事
業
。
公

需
住

宅
の
建
般
・
管
理
に
あ
て
ら
れ
ま
す

。

前
年
度

に
比
べ
る
と
二
七
・
四
％

の
伸

び
と
な

７
で

い
ま
す

。

・
土
木
管
理
費

二
、
四
九
こ
万
円

・
町
内
道
路
網
の
維
持
補
修
費

一
、
五
〇
一
万
円

・
道
路
断
設
改
良
費一

億
百
一
こ
ｔ

六
万
円

・
河
川
の
改
良
工
事
　

八
〇
〇
万

円

・
市
街
地
の
排
水
路
の
螫

爾
費

一
〇
〇
ヵ
円

・
公
営
住
宅
維
持
管
理
費

七
二
〇
万
円

・
公
轡
住
宅
建
設
費

七
、
四
一
五
万
円

総
務

費

次
は
、
支
出
の
一
三
％
を
占
め
る
総

顫
一
噫
七
千
四
十
万
円
の
総
務
費
で
す
。

こ
の
経
費
は
、
町
が
吁
う
亊
務
の
ち
内

部
管

理
を
は
じ
め
、
財
庵
の
管
理
、
庁

合
の
維
持
管
理
、
町

勢
振
興
の
た
め
の

企
画
調
責
。
交
通
安
全
対
策
、
町
税
の

賦
課
徴
収
、
広
報
広
聴
、
戸
籍
事
務
、

選
挙
費
な
ど
町
民
生
活
安
定
向
上
の
た

め
の
一
般
的
な
事
務
に
麥

し
ま
す

。

・
特
別
職
お
よ
び
一
般
職
の
人
件
費

九
、

『一
六
四
万
円

・
文
通
安
全
対
策
の
た
め

に四
二
三
万
円

・
広
報
く
に
み
兇
行
費
　

匸
一
〇
万
円

・
町
税
の
賦
課
徴
収

に
要
す
る
経
費

三
、
〇

六
八
万
円

・
戸
籍
住
民
基
本
台
帳
費

七
七
二
万
円

・
選
雛
管

理
委
員
会
費

四
二
三
万
円

・
参
鳩
院
議
只
選
挙
執
行

経
費

一
五
九
万

円

・
統
計
鯛
査
費
　
　
　
　

四
〇
万
円

民

生

費

こ
の
経
費
は
、
社
会
福
祉
事
業
の
推

進
、
老
人
福
祉
、
心
身
陣
害
者
福
祉
、

児
童
福
祉
、
母
子
福
祉
、
国
民
年
金

制

度
の
普
及
、
徹
底
な

ど
、
町
民

の
福
祉

の
向
上

と
充

笑
を
は
か
る
た
め
の
も
の

で
す
。

・
重
度
心
身
障
害
者
医

療
費
補
助

．こ
○
一
万

円

・
町
社
会
福
祉
協
舉
会
委
託
金

一
〇
八
万
円

・
国
民
年
金
費
　
　
　

二
七
三
万
円

・
社
会
福
祉
施
般
費
　

七
六
二
万
円

・
老

人
福
祉
費
　
　
　

三
二
二
万
円

・
費
鏝
老
人
ホ
ー
ム
組
合
負
担
金

六
八
九
万
円

・
老

人
医
療
費
　

四
、
八
三

七
万
円

町

債
と

は

町
は
町
民
福
祉
肉
上
の
た
め
廠
育
．

土
木
、
社
食
櫑
祉
施
設
な
ど
多
力
面
に

わ
た
ウ
て
各
簡
の
奉
梟
を
吁

り
て
お
り

ま
す
．
こ
れ
ら
の
経
費
は
町
椪
、
地
方

交
付
暁
な
ど
の

‘
銓
財
諏
、
国
県
補
助

金
．
分
担
金
、
負
岨
金
な
ど
の
特
定
財

源
か
ら
ま
か
な
う
こ
と
が
望
ま
廴
い
わ

け
で
あ
り
ま
す
が
、
大
規
損
な
建
設
事

裏
や
奕
富
が
殕
生
Ｌ
て
一

時
に
災
害
復

旧
の
た
め
の
暖
費
が
か
か
る
場
合
な
ど

こ
れ
ら
の
財
源
だ
け
で
ま
か
な
わ
れ
な

い
崎
合
は
借
入
金
を
財
源
と
し
て
亊
Ｉ

を
施
什
し
て
お
り
ま
す
．
こ
の
よ
う
に
、

農
人
の
不
足
を
鱇
い
、
後
年
欖
に
も
負

推
を
転
雌
し
て
い
く
町
の
借
入
食
を
町

饋
（
地
方
債
）
と
い
い
ま
す
．

一
般
会
計
と
特
別
会
計

地
方
―
休
の
会
叶
は
単
一
で
あ
る
の

が
原
剩
で
あ
る
が
。
特
別
の
必
饗
が
あ

る
崎
合
に
は
独
立
の
会
計
を
設
け
て
経

厘
を
行
う
こ
と
が
認
め
ら
れ
て
い
ま
す
’

こ
れ
を
特
別
会
計
と
い
い
、
基
＊

と
な

る
、
あ
る
い
は
糜
剩
的
な
会
叶
を
一
般

食
計
と
い
い
ま
す
。

地
方
公
言
企
粛
に
つ
い
て
は
各
亊
裏

ご
と
に
特
別
会
針
を
設
け
る
の
か
輜
黼

と
な
っ
て
い
ま
す
。

・
季

節
保
育
所
に
要
す

る
経
費

八
六
七
万
円

・
孔
児
医
療
費
扶
助
費
　

九
四
万
円

・
児
童
福
祉
施
設
費

二
、
六
九
一
万
円

・
児
童
手
当
支
給
の
扶
助
費

一
、
九
九
四
万
円



農
林
水
産
業
費

こ

の
経
費
は
、
農
林
婁
の
儀
営
安
定

と
発
喊
の
た
め
の
も
の
で
、
予
算
総
額

の

Ｉ
〇
・
八
％
を
占

め
、
前
年
度
に
比

ぺ
る
と
千
四
百
四

十
二
万
円
の
増
、
率

に
し
て

匸

・
四
％

の
伸
び
と
な
っ
て

い
ま
す
。

・
展
業
委
鰔
会
に
要
す

る
経
費

三
三
九
万
円

・
水
皿
総
合
利
用
推
進
対
爾
嘔
業
な
ど

調
責
経
費
　
　
　
　

二
二
円
万
円

・
農
業
団
体
宵
成
活
助
補
助
金

二
一
二
○
万
円

・
農
村
地
域
工
業
４
入
特
別
対
策
事
裏

（
ス
ピ
ー
ド
ス
プ
レ
ヤ
ー

）

三
二
五
万
円

・
槽
子
セ
ン
タ
ー
集
排
じ
ん
装
置
設
備

楠
肋
金
　
　
　
　
　

匸

○
万
円

・
高
齢
者
生
き
が

い
対
穣
と
し
て
肉
牛

二
〇
頸
の
貸
付
恥
業
費

六
〇
〇
万
円

・
畜
産
振
興
団
体
宵
成
哺
助
ｔ七

六
万
円

・
土
地
改
良

姦
　当
　
羅
委
託
料

瓦
○
万

円

・
用
水
路
、
搶
水
路
工
事

一
、
〇
〇
〇
万
円

・
人
技
地
区
湛
水
防
除
嘔
業
負
祖
金

九
瓦
四
万
川

・
伊
達
地
区
広
域
営
農
団
地
裏
道
整
備

促
進
協
議
会
負
担
金

六
九
八
万
円

・
伊

達
西
部
土
地
改
良
区
負
担
金

八
四

七
万
円

・
地
城
闘
発
特
別
対
策
嘔
農

一
、
〇
一
二
二
万
円

・
土
地
改
良
嘔
裏
長
期
鳴
償
還
金
助
成

金
　
　
　
　
　
　

六
八
二
万
円

・
小
畑
線
林
道
開
設
整
備
嘔
翕

三
．
０
０
０
万
円

・
桑
折
町
国
見
町
右
北
山
組
合
負
担
金

ニ

ー
五
万
円

衛
生
費

町
民
の
健
康
を
守
る
た
め
、
保
健
医

燎
体
制
の
整
備
、
公
衆
衛
生
活
動
の
推

進
、
環
境
衛
生
の
整
備
な
ど
、
保
健
衛

生
の
向
上
の
た
め
の
経
費
で
す
。

・
成

人
病
検
診
嘔
餮
　
　

一
四
九
万
円

・
公

立
藤
田
病
院
組
合
負
担
衾

・
　コ
　〇
四
万
円

・
伊
達
桑
折
国
見
こ
一
町
火
邨
増
協
議
会

負
担
命
　
　
　
　
　

八
八
万
円

・
結
脯
検
珍
察
裳
　
　

‐。
七
五
万
円

・
各
種
予
防
対
策
察
裏
　

一
六
丘
万
円

・
殺
虫
剤
や
殺
そ
剤
各
戸
配
布
に
要
す

る
経
費
　
　
　
　
　

一
〇
七
万
円

・
ご
み
収
嶌
に
警
す

る
縫
賢

：

こ
瓦
七
万
円

・
伊
達
地
力
噺
生
処
理
組
合
負
担
僉

ミ
。
一
七
八
万
円

消
防

費

こ
の
経
費
は
、
常
備
消
防
運
営
費
．

非
常
節
消
防
活
動
費
、
住
民
の
防
火
旛

設
の
整
仰
の
た
め
の
梶
費

が
ｈ

げ
ら
れ

て
い
ま
す

．

・
常
備
消
防
費
　

四
、
紅
こ
八
万
円

・
非
常
備
消
防
費
　

．
、

．
．
．
六
万
円

・
消
防

ポ
ン

プ
自
釣
小
眼
人丘

丘
○
万
円

・
防
火
水
槽
フ
ェ

ン
ス
取
付

四
〇
万
円

・
ホ
ー
ス
脯

充
　
　
　
　

．一
〇
万
円

・
取
庫
等
改

修
―
事
　
　

二
〇
万
円

・
防
火
水
槽
般
置
補
助
　

五
五
万
円

そ

の

他

◇
謨
会

費

こ
の
経
費
は
町
議
会

議
輿
の
報
酬
。

職
員
の
人

件
費
、
会
鳩
招
Ｉ
旅
費
、
調

査
、
研
修
旅
費
な
ど
の
議
会
運
営
賢
一
こ

ｒ

辷
百
六
十
八
万
円
を
Ｅ

げ
ま
し
た
。

◇
商
工

費

・
商
一

会
補
助
金
　
　

ご一
〇
〇
万
円

・
街

路
灯
維
持
費
補
助
金

六
五
万
円

・
商
１
、
中
小
企
業
の
近
代
化
、
合
理

化

促
進
の
た
め
の
預
託
金八

〇
〇
万
円

・
既
光
案
内
標
示
板
　
　

二
〇
万
円

・
厚
樫
山
展
望
台
塗
装
工
事

三
〇
万
円

◇
労
働
費

・
労
働
者
金
融

対
策
贖
託
金二

〇
〇
万
円

◇
公
憤
費

・
町
偵
の
元
利

償
還
金叫

、
八
五
九
万
円

∴

時
借
人
金
利
子
　
　

五
〇
万
円

地
方
交
付
税
と
は

国
税
で
あ
る
所
持
幔
、
法
人
税
、
洒

攪
の
一
寞
爾
合
｛
昭
佃
丘
か
年
度
は
、

｝三

Ｊ％
）
を
そ
の
総
麒
と
し
、
地
方
膸

休
が
等
し
く
そ
の
行
う
ぺ
き
事
鳥
を
漣

行
す
る
こ
と
が
で
き
る
よ
う
に
国
が
交

け
す
る
税
を
い
い
ま
す
。

地
方
文
吋
暁
制
度
は
、
わ
が
国
の
地

方
財
政
調
整
制
度
の
中
心
的
な
役
割
を

拏
た
す
も
の
と
し
て
、
昭
和
二
十
九
年

隧
耒
の
地
方
財
政
平
簡
交
付
金
制
度
に

代
わ
っ
て
設
け
ら
れ
た
も
の
で
あ
り
、

地
方
団
体
に
吋
す
る
財
源
保
陣
の
機
艇

を
有
し
て
い
る
た
め
、
財
源
保
障
嗣
度

と
も
叶
ぱ
れ
て

い
ま
す
。

当 初 予 算 の 推 移

十

　
Ⅲ

　
言

　
Ｉ

　
ま

十

　
口

　
十

　
イ

　（

　
田

Ｆ

膾
卜
ぼ
ほ
匝

六
僂
八
千
六
百
万
円

六
憧
二
百
万
円

五
瞳
六
千
九
百
万
円

三
梗
九
千
四
百
万
円

三
縁
二
千
百
万
円

年
度 45 46 47 48 49 50 51 52



性質別歳出
特別会計予算 （当初）

け 円）

会　　 計　　名　卜 年度予算額 ） 年度予算衂 比 呶

国 民 健F肴保 険 3 聞 . 9　 ’345,418 脂 . 5

只 出 簡 易 水 道 2､880　1　　4  .003 べ ﾖ

窗　　　　　 英 2.352　，　2.2　　14 】|

入 山 財 産 区 3.2　1　　2.9　1　82

大 木 戸 財 産 区 500　　　　534　1 △34

・藤 田 財 産 区 2.2】7 2.2 △10

計 372 ､ 1 引　　　35 れ 377 14 .814

公営企業水道事業会計予算（当初）
(千円)

科　　　　 目 ��本年度予算訊 �前年度予算額 �比 較

収 益 的 �
収入 �53  .874 �5  広 709 �3 ﾖ 65!

�支出 � 、引 .938 �43  . 724 �8. 幻 4

資 本 的 �
収入

一
支出 �10　

’　.010 ��50
 ,

��5･126　’1　　57. 4 ��△52 558

人
事
異
動町

職

員

町
職
八

の
人

事
異
動
が
四
日
一
日
付

で
発
令
さ
れ
ま
し
た
。
今
年
は
、
長

い

問
公
瓜
館
活
助
に
尽
く
さ
れ
た
佐
藤
荐

次
郎
公
民
館
長
を
は
じ
め
五

人
の
方
々

が
退
職
、
一
方
、
新
探
用
五
人

が
決
ま

り
ま
し
た
。

〔
退
職
〕

▽
佐

職

魯
次
郎
（
公
瓜
館
長
）

マ
鈴

木

英

一
（
μ

パ
ｎ

）

▽
渡

部

正

俊
｛
町
史
編
さ
ん
室
｝

▽
人

石

世
久
子
（
出
納
係
長

）

▽
菅

原

定

子
（
杜
命
軟
Ｗ
指
導
似
一

【
新
採
毋
】

▽
武
田

幹
夫
匚
住
民
譚
生
活
環
境
係

▽
中
野

孝
雄
－
　

々
　

福
祉
係

▽
松
出
き
よ
江
１
　

や
　
一
戸
籍
住
民
係

▽
引
地

由
則
卜
総

務
課
文
書
係

▽
佐
職

ナ
ッ
ー
杜
会
教
青
指
導
口

〔
異
動
お
よ
び
囂
格

〕

▽
公
民
館
長
（
産
裏
課
長

）
中
村
政
泊

▽
税
務
課
長
（
総
務
課
庶
務
係
長

）
八

鳥
忠
雌
▽
産
業
課
長
（
産
業
課
産
業
係

長

）
大
内
正

美

▽
総
務

課
庶

務
係
長

（
総
務
課
財
政
係
長

）
大
波
健

▽
総
務

踝
財
政
係
長
（
住
民
課
福
祉
係
長

）
大

浪

敏
男
▽
出
納
係

憂
（
税
務
課
徴
収
係

長
）
佐
藤
春
夫
▽
保
健
諄
保
健
衛
生
係

長
｛
保
健
課
国
保
係
長

｝
吃
鱗
正

古
▽

保
健
課
国
保
係
長
｛

保
健
課
保
健
衛
生

係
長

｝
佐
竹
弘
治
▽
産
業
課
産
業
係
長

へ
産
業
課
産
裏
係

｝
菊
地
孝
吉

▽
産
裏

課
産
桑
係
（
住
民
課
戸
穂
住
民
係

）
松

浦
京
子
▽
建
設
課
都
市
整
備
係
長
｛

建

般
課
都
市
整
備
係

｝
吉
田
貞
男
▽
税
務

踝
徴
収
係
及
（
企
画
課
企
画
係

）
佐
藤

則
雄

▽
住
民
課
福
祉
係
長
｛
住
民
課
福

阯
係

｝
小
野
智
義

〔退職された方々〕

菅原 定子さん 大石世久子さん 渡部 正俊先生 鈴木 美―氏 佐藤善次郎氏

佐藤 ナツさん 引地 由則さん 松田きよ江さん 中野 孝雄さん 武田 幹夫さん



公

民
館
だ
よ
り

国見町公民館

電

話

2 6  7 6

国 4  ｰ 5  6

出
会
い
に
感
謝
す
る

佐

藤

善
次
郎

こ
の
た
び
一
身
ｋ

の
都
合
で
、
二

り

一
。一
十

。
日
付
を
も
っ
て
国
見
町
公

民
館

長
・
岡
兄
町
福
祉
セ
ン
タ
ー
所
長
・
町

民
体
育
館
長
の
職
を
辞
任
さ
せ
て
い
た

だ
き
ま
し
た
。

思
え

ば
昭
和
こ
卜
六
￥
、
旧
小
坂
村

公
民
館

が
削
般
さ
れ
て
以
来
、
私
は
杠

な
り
の

努
力
を
続
け
て
ま

い
っ
た
わ
け

で
す
が
、
そ
の
職
を
退
く
に
当
た
っ
て

多
少
の
感
な
き
を
糾
ま
せ
ん
。
円
卜
五

年
か
ら
は
、
福
祉

セ
ン
タ
ー
が
建
設

さ
れ
る
と
と
も
に

常
勤
の
館
畏
と
な

り
。
及
ば
ず
な
が

‐
り
社
会
教
育
に
専

念
す
る
こ
と
が
で

き
ま
し
た
。

作
家
江
藤
淳
の

『
海
は
甦

る
』
の
中

に
、
偉
大
な
る
明
治
の
外

摶
人
臣
陸
奥

宗
允
の
胃
鶯
と
し
て
『
人

生
二
十
代
に

し
て
よ
き
先
輩

に
桁
嚀
さ
れ
ご

ニ
ト
代

に
し
て
よ
き
同
僚
に
恵
ま
れ
。
四

十
代

に
し
て
よ
き
険
輩
を
得
る
こ
と
が
で
き

れ
ば
、
そ

の
人
の
人
生
は
ま
こ
と
に
価

値
あ
る
も
の

に
な
る
で
あ
ろ
う

』
と
。

こ
れ
は
人
生
五
十
年
時
代
の
酋
葉

で
す

の
で
、
現
今
は
相
当
の
年
齢
を
加

算
せ

ね
ば
な
ら
ぬ
こ

と
で
し
ょ
う
。

そ
れ
を
杠
の
人
生
鰹
験

の
中
で
、
特

に
公
民
館
活
動
の
中
で
考
え
ま
す
と
、

ま
こ
と
に
、
よ
き
人
と
人
と
の
出
会

い

に
忠
ま
れ
た
も
の
だ

と
、
自

分
の
呻

（
さ
い
わ
い
）
を
思
わ
ず
に
は
お
ら
れ

ま
せ
ん
。

他
人
と
の
出
分

い
を
大

切
に
せ
よ
と

は
、
特
に
青
年
達
に
は
囗
ぐ
せ
の
よ
う

に
胃
っ
て
お
っ
た
わ
卜
で

す
が
。
私
自

身
の
出
会
っ
た
人
達
が
私
を
い
か
に
人

切

に
し
て
く
れ
た
こ
と
か
を
、
肌
を
通

し
て
ぬ
く
も
り
を
感
じ
て
い
る
昨
今
で

す
。
こ
の
ぬ
く
も
り
が
、
払
の
残
さ
れ

た
人
生
を
よ
り
甕
か
に
し
て
く
れ
る
こ

と
を
信
じ
て
お
り
ま
十
。

今
、
私
の
さ
さ
や
か
な
社
会
教
育
の

足
跡
を
ふ
り
返
っ
て
み
ま
す
と
、
は
し

め
の
十
￥
は
無
我
無
中
で
、
め
く
ら
蛇

に
お
じ
ず
的
行
助
が
多
か
っ
た
よ
う
で

１
。
次
の
卜
年
は
い
さ
さ
か
吐
公
教
育

が
わ
か
っ
た
よ
う

な
飢
が
し
て
、
夢
を

い
だ

い
て
の
行
勦
で
し
た
が
、
理
川
が

先
什
し
て
行
鈞
が
そ
れ
に
と
も
な
わ
な

く
感
ぜ
ら
れ
ま
し
た
。
そ
の
巉
は
、
生

浬
枚
育
の
兇

地
に
立
っ
た
社
会
救
育
が

い
か
に
蠍
か
し

い
か
を
身
を
も
っ
て
感

じ
た
も
の
で
し
た
。

河
は
と
も
あ
れ
。
人
生
の
晩
年
に
お

い
て
。
生
き
が

い
の
あ
る
生
活
を
お
く

ら
せ
て

い
た
だ
き
。

満
ち
足

り
た
乱
持

で
、
職
を
退
く
こ

と
の
で
き
る
喜

び

を
感

じ
ま
す
。
町

民
の
み
な
さ
ま
本

肖

に
あ
り
が
と
う

ご
ざ

い
ま
し
た
。

爽
心
か
ら
お
扎
を
巾
し
Ｌ

げ
ま
ｔ

。

新
公
民
館
長
に

中
村
政
治
氏

四
‐ｑ
り
一
日
付

を
も
っ
て
、
新

し
く
中
村
政
治
氏

で
兀

産
業

課
長
）
が
任
命

さ
れ
ま
し
た

。

中 村館長

佐

鑠
氏

は
、

ヤ

九

蔵

の
と

き

旧

小
坂

材

の

老
年

団

長

と

な

り

、
青

年

活

勅
を

旺

で

社
会

教
胄

に

取

り
柤

ん

で

丘
り

彖

￥

。

小
坂

村

公

民

館
長

か

ら

国

児
町

公

民

館
艮

と

な
り

、

そ

の
鬩

、

公

民
館

活

助

、

社
会

奴

宵

に
力

を

峻

い
だ

業

柚

は

町

の

み
な

ら
ず

全
県

に
及

ん

で

い
ま

す

。

そ

し
て

。
昭

和
四

卜

凡

年

に

は

。
畊

文

化

界
の

鱗
高

の

栄
曾

で

あ

る

県
文

化

功

劣
賞
を

、
社
会

教
育

関

係

有

と
し

て

、

切

め

て
黶

賞
さ

れ
！

し

た

。

今

巉

と

も

よ
き

ご

指
４

を

お

輯

い

い

た

し
ま

す

。



明 治学 級だ より

岩
角
山
と

デ
コ
屋
敷

三
月
九
日
（
水

）
三
台

の
バ
ス
に
分
乗
、
安
達
郡

白
沢
村
に
あ
る
県
指
定
の

名
勝
岩
角
山
を
釛
れ
た
。

特
に
、
住
持
さ
ん
の
ご
好

意
で
鎌
倉
時
代
作
の
秘
伝

「
毘

沙
門
天
」
の
特
別
御

開
帳
を
し
て
い
た
だ
い
た
こ
と
は
誠
に

感
激
で
あ
っ
た
。
次

に
、
郡
山
市
西
田

町
、
通
称

デ
コ
屋
敷
を
見
学
。
全
員
を

四
班
に
分
け
そ
れ
ぞ
れ
の
製
造
元
に
行

っ
て
家
人

と
話
し
合

い
な
が
ら
人
形
や

面
の
製
法
を
見
学
し
た
。
お
昼

に
は
心

の
こ
も
っ
た
お
汁
や
煮

物
を
出
し
て
く

だ
さ
っ
た
こ
と
に
み
ん
な
感
謝
し
た
。

帰
り

に
は
、
蓬
莱
ニ
ュ
ー
タ
ウ
ン
に
寄

り
、
新
し

い
町
づ
く
り
の
状
況
を
見
幸

し
た
。
　
　

（
参
加
者
一
三
三
名
）

蔭
山
先
生
を
招
き

修
講
行
事

三

月
二
十
五
日
（
金
）
午
前
九
時
半

か
ら
「
ふ
る
さ
と
と
老
人
」
と
い
う
映

凾
を
鑑
賞
し
、
十
時
か
ら
。
か
つ
て
藤

田
小
や
県
北
中
の
校
長
を
勤
め
ら
れ
た
蔭

山
発
心
先
生
の
お
話
を
聞
い
た
。
午
後
は

年
間
の
し
め
く
く
り
と
し
て
み
ん
な
で

反
布
会
・
謝
恩
会

を
閹

い
た
。
四

一
〇

名
の
全
半
級
生
は
「
学
而
不
息
」
’と
染

め
た
特
裝
手
ぬ
ぐ
い
、
日
頃

一
番
お
せ

わ
に
な
っ
て
い
る
「
お
よ
め
さ
ん
」
に

は
婦
人
会
あ
っ
せ
ん
の
（

ン
ド
ク
リ
ー

ム
を
贈
っ
て
労
を
感
附
し
た
。
な
气

役
員
（
六
〇
名
）
お
よ
ぴ
お
せ
わ
に
な
っ

て
い
る
方
々
に
は

ア
ル
バ
ム
を
贈
っ
た
。

★
毎
月
開
く
役
員
会

明
治

掌
級
が
う
ま
く
勣
く
た
め
の
陰

の
力
に
な
っ
て
い
る
の
は
、
毎
月
行
わ

れ
る
役
員
会
で
あ
る
。
一
月
二
十
七
日
、

二
月
二

十
五
日
、
三
月
二
十
一
日

と
、

毎
月
ほ
と
ん
ど
閥
い
て
、
学
級
連
営
に

つ
い
て
研
究
協
議
を
と
げ
て
い
る
。
こ

れ
ら
の
役
員
に
紂
し
、
会
員
た
ち
は
喜

ん
で
寄
金
に
応
じ
て
い
る
。

★
他
団
体
と
の
話
し
合

い

峰
人
会
と
は
十
二
月
に
話
し
合
っ
て

い
る
が
、
二

月
十
七
日
午
前
九
時

か
ら

第
二
回
の
会
合

を
闘
き
、
人
が
変
わ
っ

た
の
で
同
じ
テ
ー
マ
で
話
し
合
っ
た
。

ま
た
ご

二
月
二
十
一
日
（
月
）
午
債
一

時
か
ら
青
年
会
と
会
合
し
、
お
互
い
に

傭
人
と
し
て
ま
た
は
堋
体
と
し
て
の
悩

み
や
そ
の
解
決

策
に
つ
い
て
懇
談
し
た
。

勇
壮
な
太
鼓
の
実
演
を
披
露
し
た
の
ち

み
ん
な
の
自
動
車
で
そ
れ
ぞ
れ
の
宅
ま

で
送
ら
れ
た
の

に
は
。
さ
す

が
今
ど
き

の
若
い
人
た
ち
の
心
意
気
に
感
激
し
た
。

告

知

板

問
近
に
ひ
か
え
た
開
講
式

明

治

学

級

昭
和
五
十
二
年
虞
明
治
学
級
の
開
講

式
が
、
四
月
二
十
二
日
午
前
九
時
三
十

分
よ
り
行
わ
れ
ま
す
。

午
前
は
、
館
長
あ
い
さ
つ
、
社
会
教

青
指
導
員
の
あ
い
さ
つ
の
あ
と
役
員
改

正
、
そ
し
て
、
桑
折
警
察
か
ら
出
向
し

て
交
通
安
全
大
学
を
開
き
ま
す
。

午
後
は
全
員
に
よ
る
記
念
撮
彫
、
そ

し
て
、
長
い
問
町
の
社
会
教
育
に
尽
く

し
て
こ
ら
れ
た
佐
藤
前
館
長
と
鈴
木
美

一
氏
の
送
別
会
を
行
い
ま
す
。

婦

人

学

級

ま
た
、
四
月
二
十
日
は
婦
人
学
級
の

開
講
式
で
。
午
後
一
時
三
十
分
よ
り
福

祉
セ
ン
タ
ー
で
行
い
ま
す
。
講
議
の
あ

と
今
年
の
役
員
を
決
め
、
運
営
会
や
事

業
の
予
定
な
ど
を
詁
し
合
い
ま
す
。

日
本
画

ク
ラ
ブ
会
員
募
る

日
本
画
グ
ラ

ブ
で
は
会

員
を
募
集
し

て

お
り
ま
す
。
会
は
会
艮
の
相
互
の
親

睦
を
図
り
、
毎
月
、
第
气

第
四
の
木

曜
日
午
後
七
時
三
十
分
よ
り
、
町
民
福

祉
セ
ン
タ
ー
に
お
い
て
行
っ
て
い
ま
す
。

入
会
さ
れ
た
い
方
は
、
菊
地
正
治
さ

ん
（
一

田
・
竃
曙
一

号
は
2
6
1
6

）

ま
で
申
し
込
ん
で
下

さ
い
。

若
さ
を
ぶ
つ
け
よ
う

町
青
年
学
級
生
募
集

公
民
館
で
は
た
だ
今
、
圃
見
町
青
年

学
紐
生
を
舁
巣
し
て
い
ま
す
。
岡
兄
町

の
方
、
ま
た
は
国
見
町
に
勤
務
し
て
い

る
勧
労
膏
年
な
ら
ど
な
た
で
も
け
っ
こ

う
で
す
。
活
助
は
週
に
一
回
ぐ
ら
い
、

午
後
七
時
半
か
ら
九
時
半
ま
で
福
祉
セ

ン
タ
ー
で
、
ま
た
野
外
活
動
な
ど
は
休

日
に
行
い
ま
す
。

青
春
を
お
う
歌
し
て
い
る
あ
な
た
、

谷
間
を
さ
ま
よ
っ
て
い
る
あ
な
た
、
青

年
学
級
は
侍
っ
て
い
ま
す
。
申
し
込
み

は
公
民
館
へ
。
　

（
担
当

渋
谷
）

酋
公
2
6
7
6
有
4
1
5
6

あ
つ

か
し

俳
句
会

二
月
例
会

＊
　
半
田
山
い
ま
だ
見
飽
き
ぬ
蕗
の
と
う
　

奥
山

甲
二

＊

淡
雪
に
狹
庭
な
れ
ど
も
美
し
き
　
　
　

斎
藤
黄
鶴
楼

＊
　
葱
買
い
て
豆
腐
を
貿
い
て
老
妻
を
待
つ

熊
田
　
一
階

＊
　
吹
雪
く
夜
は
毒
と
思
い
を
曩
に
し
て
　

藤
田

腸
衛

＊

赤
旗
の
斗
わ
ん
と
て
街
は
春
　
　
　
　

八
巻

正
雄

＊

笹
嗚
く
や
指
示
板
古
り
ぬ
古
戦
場
　
　

奥
山

閇
田

＊
　
訪
へ
ぱ
炬
燵
に
友
の
老
を
見
き
　
　
　

小
野
寺
蔦
水

＊
　
毋
に
似
る
皸
の
手
が
飯
を
盛
る
　
　
　

僅
久
聞
山
月

＊
　
う
ら
ら
か
や
「
酒
は
大
七
」
背
戸
の
山

須
田

泰
山

＊

雪
聞
見
ゆ
山
肌
眩
し
き
伊
遠
の
里
　
　

阿
部
し
げ
を

＊
　
咲
く
梅
に
か
ら
み
つ
き
た
る
凧
の
糸
　

佐
藤

国
楓

＊

雪
が
陣
る
ひ
と
り
の
夕
餉
子
を
案
ず
　

羽
賀

え
い

＊
　
オ
リ
ー
ブ
の
香
に
酔
ふ
ご
と
し
鳥
の
春

野
村
た
か
し

＊

た
ま
さ
か
に
冬
陽
嬉
る
紆
雀
　
　
　
　

阿
部

亭
司

＊

寒
卵
割
る
手
確
か
に
家
畏
た
り
　
　
　

増
田
三
果
樹

＊
　
下
萌
え
や
女
も
ま
じ
る
道
蕃
請
　
　
　

角
田

昭
子

＊

土
手
の
雪
汚
れ
し
ま
ま
に
春
隣
　
　
　

菅
野
か
ね
子

本

寒
明
け
て
少
し
こ
こ
ろ
の
ゆ
る
み
け
り

偃
沢

秋
子

車
　
厨
ご
と
少
し
恵
け
て
春
の
風
邪
　
　
　

森
田

栄
子



夫 婦 なか よく60 年

子 ども たちがダイヤモンド祝

大
枝
地
区
の
川
内
部
落
に
、
め
で
た

く
ダ
イ
ヤ
モ
ン
ド
婚
式
を
迎
え
た
長
寿

夫
婦
が
い
ら
っ
し

ゃ
い
ま
す
。
こ
の

む

二
人
は
岩
城
竹
次

さ
ん
、
ツ
ル
さ
ん
で

と
も
に
明
泊
こ
卜
九
年
生
ま
れ
の
今
年

八
十
一
歳

。

大
正
七
年

の
恥
、
禄
あ
っ
て
結
ば
れ
、

し
ば
ら
く
の
間
生
家
で
あ
る
現

岩
城
健

次
さ
ん
方
で

農
緋

に
從
嘔

、
梭
、
昭
和

三
年
現
住
地
に
分
家
独
立
し
て
五
十
年

に
な
り
ま
す
。
そ
の
間
農
耕
一
筋
に
働

き
続
け
、
現
在
で
は
。
。ヘ
タ
タ
ー
ル

に

近

い
中

堅
農
家
と
し
て
、
険
畊
‘石
で

い

ら
っ
し
や
る
湟
男
さ
ん
夬
婦
が
す
ぺ
て

切
り
盛
り

さ
れ
て
い
ま
す
。
し
か
し
な

が
ら
、
竹
次
さ
ん
夫
婦
も
元
訊

に
手
助

け
し
て
い
ま
す
。
　
　

。

そ
し
て
今
年
は
桔
幡
六
卜
年
、
俗
に

い
う
ダ
イ
ヤ
モ
ン
ド
格
式

に
ゴ
ー
ル
イ

ン
。
親
孝
吁
で
い
ら
っ
し

や
る
達
男
夫

妻
の
音
頭
で
兄
弟
た
ら
の
話
し
合
い
が

ま
と
ま
り
、
さ
る
二
月
卜
九
日
、
一
族

一
寛
、
親
族
知
己
多
数
の
お
客

さ
ん
た

ち
を
招
い
て
の
大
祝
賀
会

を
自
宅
で
行

い
ま
し
た
。
私
も
約
二
卜
年
来
の
交
際

を
続
け
て

い
た
だ
い
て
い
る
関
係
で
ご

招
時
に
あ
ず
か
っ
た
次
第
で
す
。

そ
し
て
、
今
も
っ
て
阿
の
病

い
も
な

く
、
文
字
ど
お
り
健
康
に
生
き
抜
い
て

い
ら
れ
る
こ
と
を
喜

び
、
ま
た
。
こ
れ

か
ら
先
も
達
右
で
百
歳
の
良
寿
を
全
う

さ
れ
る
こ
と
を
。
招
陳
者
一
同
と
と
も

に
心
か
ら
お
祈
り
中
し
上
げ
ま
し
た
。

と
こ
ろ
で
、
竹

次
さ
ん
は
頭
脳
明

晰
で
、
時
折
三
十

一
文
字

’み
そ
ひ

と
も
じ
）
を
巧
み

に
樺

る
詩
人
で
も

あ
り
、
ま
た
愛
酒

家
で
あ
る
こ
と
を

自

ら
麗
め
て
お
り

ま
す
。
そ
の
Ｅ

に
。

桑
天
的
素
質
を
具

嵶
さ
れ
て
い
る
こ

と
が
．
長
寿
の
要
閃
で
は
な
い
か
と
思

わ
れ
ま
す

岩
城
竹
次
翁
感
懐
の
詩

共
白
髪
ダ
イ
ヤ
モ
ン
ド
の
祝
膳
に

喜
び
蛆
ね
る
盃
の
数

ぺ
筆
ｓ
ｎ

森
山

斎
藤
義
吉
）

＠
お
こ
と
わ
り
：
二

部

割
愛

さ
せ

て
い
た
だ
き
ま
し
た

。

しあわせな岩城竹次さん・ツルさんご夫婦

国
兄
町
の
古
代
に
お
け
る
灌
漑
水
里

①

菊
　

池
　
利
　
雄

石
母
田

に
は
、
奈
良
時
代
八
…’Ｅ
紀
頃

『
律
令
政
府
』
に
よ
っ
て
つ
く
ら
れ
た

二
十
数
坪

に
お
よ
ぷ
条
里
剛
水
田
の
遺

構
が
み
ら
れ
る
。

こ
の
条
里
制
水
田
は
、
宮
城
県
刈
田

郡
境
を
走
る
長
幀
（
大
峠
山
）
を
水
源

と
す
る
西
沢
川

、
蛭
沢
川
お
よ
び
山
崎

材
と
の
境
、
柱
立
山
裾
の
湧
水
、
大
済

水
か
ら
の
灌
漑
｛
か
ん
が
い
｝
に
よ
っ

て
耕
作
が
な
さ
れ
て

い
た
。

大
化
の
改
新

に
よ
っ
て
公
民
に
わ
か

ち
与
え
た
口
分
扣
か
ら
の
収
穫
の
均
等

を
は
か
る
た
め
に
も
、
灌
漑
水
を
水
田

の
す
み
ず
み
ま
で
行

き
わ
た
ら
せ
る
必

要
が
あ
り
、
こ
の
た
め
灌
漑
水
は
『
律

令
国
家
』
の
地
方
組
織
で
あ
る
国
衛
郡

衛
機
構
の
強
い
統
制
の
も
と
に
箴
か
れ

た
。「『

贄
老
律
令
』
に
よ
れ
ば
「
凡
そ
水

を
取
り
田

を
漑
す
る
は
、
皆
下
よ
り
始

む
」
と
さ
れ
、
条
里
制
水
田
の
灌
漑
は

下
流
地
の
水
田

か
ら
田
植
が
始
め
ら
れ
、

し
だ
い
に
上

流
地
の
水
田
に
お
よ
ん
だ

と
さ
れ
て
い
る
。
こ
の
よ
う
な
古
代
の

水
利
貫
行
を
、
辺
塊
の
地
で
あ
る
東
北

地
方
で
も
行
わ
れ
た
か
は
明
ら
か
に
さ

れ
て

い
な
い
が
、「
土
用
田
」
な
る
地
名

を
手
が
か
り
と
し
て
解
明
へ

の
試
論
を

提
起
し
て
み
た

い
。

「
延
宝
二
年
石
毋
田
村
検
地
帳
」
に

は

『
土
用
田
』
な
る
地
名
の
紀
載

が
あ

る
。
明
治
九
年
の
地
租
改
正
の
犀
、
隣

地
の
「
四
キ
蒔
」

に
合
併
さ
れ
、
地
検

帳
（
図
）
な
ど
の
公
簿
か
ら
抹
消
さ
れ

た
が
、
現
在
も
こ
の
地
を
耕

作
す
る
人

々
の
間
で
は

「
土
川
田
」
と
呼

ば
れ
て

い
る
。

伝
え
に
よ
れ
ば
、
こ
の
水
田
は
夏

の

土
川
（
呪
在
の
七
月
二
十
一
日
）
に
田

植
を
行
っ
て
も
水
稲
の
収
穫
が
可
能

な

た
め
に
名
付
け
ら
れ
た
地
名
と
い
わ
れ

て
い
る
。
こ
の
地
方
で
の
田
柚
は
「
大

さ
な
ぷ
り

」

’
七
Ｈ

一
日
）
に
終

る
の

が
将
遍
で
、
そ
れ
以
隋
の
田

植
は
収
穫

を
籥
し
く
減
ず
る
と

い
わ
れ
て
き
た
。

「
『
土
用
Ⅲ
』

な
る
地
名
は
、
さ
き
に

述
ぺ
た
よ
う
に
、
延
宝
二

年
の
『
検
地

帳
』
に
記
載
の
あ
る
こ
と
か
ら
、
地
名

の
起
こ
り
は
中
世
以
前
に
き
か
の
ぼ
る

と
考
え
て
も
誤
り
は
な
か
ろ
う
。

ま
た
「
土
用
田
」
を
地
形
的
に
み
れ

ば
、
西
沢
、
蛭
沢
川
に
よ
っ
て
形
成
さ

れ
た
扇
状
地
の
扇
襌
部

に
あ
た
り
。
こ

の
扇
褓
郎
は
標
高
百
メ
ー
ト
ル
の
等
高

線
に
沿
っ
て
椹
ら
れ
た
『
西
根
上
堰

』

の
線
に
分
布
し
て
お
り
、
扇
棚
部
の
特

徹
と
し
て
吋
力
所
か
の
湧
泉
が
み
う
け

ら
れ

る
。
「
土
用
田
」
は
西
沢
川
の
東

岸
に
所
在
し
、
そ
の
対
岸
に
は
「
清
水

内
」
湧
泉
が
み
ら
れ

る
。

（
次
号
に
つ
づ
く
）



特
別

寄

稿

喊
隋
一
こ
十
年

余
の
歳
月
を
催

た
今
日
、
民
主

主
義
の
真
の
理

苹
燉
実
現
は
い

ま
だ
遥
遠
し
の
感
を
受

け
る
世
相
の
中

で
、
一
般
的
に
は
目
立
た
ぬ
ま
で
も
、

各
地
で
の
戦
友
会

の
開
催
は
、
年
を
お

う
ご
と
に
衰
微
す
る
ど
こ
ろ
か
ま
す
ま

す
盛
ん
に
な
り
、
昔

の
戦
友
同
志
の
文

流

は
活
発
化
し
て
い
る
現
状
で
あ
る
。

が
、
餃
い
腴
代
の
人
た

ち
に
は
そ
の
理

由

が
理
解
し
か
ね
る
ど
こ
ろ
か
、
一
種

の
奇
異
の
感
さ
え
受
け
て
い
る
の
で
は
な

い
か
と
母
え
る
。
そ
う
し
て
喊
友
嚢
と
は

何
ぞ
や
と
の
疑
問
も
生
じ
て
く
る
だ
ろ

う
。

確
か
に
軍
国
主
義
か
ら
脱
却
し
た
日

本
の
現
在
か
ら
考
え
れ
ば
、
特
に
戦
争

を
知
ら
な
い
世
代
の
苔
者
た
ち
か
ら
み

る
と
。
大
い
に
竒
異
な
行
動
と
感
ず
る

の
は
当
然
で
あ
ろ
う
。
し
か
し
そ
れ
に

は
そ
れ
な
り
の
理
由

が
あ
る
こ
と
を
、

私
は
若

い
世
代
の
人
た
ち
に
知
っ
て
戴

き
た
い
と
考
え
。
あ
え
て
こ
こ
に
私
見

を
披
露
す
る
次
第
で
あ
る
。

昔
の
軍
隊
の
内
務
班
に
お
け
る
起
床

険
の
朝
の
行
動

や
。
一
日
の
演
習
、
日

練
を
終
え
て
か
ら
の
行
動

は
、
す
ぺ
て

戦
友
碓
（
同
列

ペ
ッ
ト
の
同
僚

）
単
位

に
行
動
す
る
。。
銃
の
Ｆ
入
れ
か
ら
衣
類
の

洗
た
く
の
は
て
ま
で
各
佃
人
が
自
分
だ

け
の
も
の
の
み
を
一
人
で
す
る
の
で
は

な
く
、
一
戦
友
班
の
兵

隊
同
志
が
み
な

分
担
協
力
し
、
当
番
の
仕
事
以
外
の
こ

と
は
み
な
一
戦
友

班
が
一
丸
と
な
り
連

帯
し
て
行
動
を
と
っ
た
も
の
で
あ
る
。

し
か
も
夜
の
点
呼
後
、
仮
り
に
同
じ

戦
友
崕
の
甲
の
ミ
ス
に
よ
り
乙
が
眺
長

か
ら
私
的
制
飯
に
よ
っ
て

ぷ
ん
な
ぐ
ら

れ
る
結
果
に
な
っ
て
も
。
乙
は
泰
然
自

若
と
し
て
こ
れ
を
甘
受
し
た
の
で
あ
る
。

こ
れ
は
内

務
班
の
中
だ
け
の
こ

と
ば
か

り
で
は
な
く
、
す
べ
て
に
お
い
て
、

。

戦
友
懸
は
自
分
に
し
て
自
分
に
あ
ら
ず
、

數
名
が
一
人
の
人
間
体
化
し
た
よ
う
に

な
っ
て
し
ま
う
の
で
あ
る
。
だ
か
・
气

そ
こ
に
は
利
己
主
義
の
カ
ヶ
ラ
さ
え
兇

い
出

す
こ
と
は
出
米
ず
、
私
情
を
紹
え

て
苦
楽
は
も
ち
ろ
ん
の
こ
と
、
生
死
を

超
越
し
た
真
の
べ
間
の
あ
た
た
か
い
血

の
交
流
が
生
じ
る
の
で
あ
る
。
そ
し
て

こ
れ
が
大
き
く
発
巌
し
て
一
つ
の
内
務

班
全
体
が
戦
友

と
な
り
、
一
個
小
隊
、

ひ

い
て
は
一
個
中
陳
全
員

が
戦
友
化
し

て
し
ま
う
の
で
あ
る
。

詩
人
大
野
草
平
の
歌
っ
た
事
歌
「
麦

と
兵
隊
」
の
二
番
の
歌
飼

に
、
よ
く
そ

の
戦
友
愛
が
鮮
明
に
、
し
か
も
庶
民
的

感
覚
を
も
っ
て
児
事
に
良
現
さ
れ
て
い

る
の
で
あ
る
。
確
か
に
戦
友
愛
と
い
う

も
の
は
、
遇
去
の
軍
国
主
義
時
代
の
環

境
の
Ｆ

に
は
ぐ
く
ま
れ
た
も
の
で
は
あ

る
が
、
人
間
に
と
っ
て
か
け
が
え
の
な

い
、
生
死
を
超
越
し
た
信
頼
と
友
愛
と

の
切
っ
て
も
切
れ
な

い
キ
ズ
ナ
に
よ
っ

て
し
っ
か
り
と
結
ば
れ
合
っ
て
い
る
の

で
あ
る
。

私
は
い
ま
の
若

い
人
た
ち
に
、
戦
友

嚢
の
頭
文
字
一
字
だ
け
を
「
し
」
に
置

き
か
え
る
と
親
友
愛
と
な
る
こ

と
か
ら

戟
友
愛
の
葵
点
は
現
在
の
世
に
お
い
て

も
、
親
友
愛
と
し
て
充
分
通
じ
る
こ
と

を
強
調
し
た
い
の
で
あ
る
．
同
じ
職
場

に
お
い
て
も
血
の
通
っ
た
人
間
関
係
が

生
じ
て
こ
そ
．
一
般
国

民
か
ら
費
さ
れ

る
奉
仕
精
神
．
す
な
わ
ち
真
の
民
主
主

義
に
徼
し
た
人
間
一

が
そ
こ

に
芽
ば
え
．

は
ぐ
く
ま
れ
て

い
く
の
で
あ
る
．

私
が
小
学
校

の
時
教
わ
っ
た
「
ダ
モ

ン
と
ピ
チ
ア
ス
」
の
友
情
物
語
は
、
生

涯
忘
れ
得
な
い
強

い
印
取
を
も
っ
て
い

ま
な
お
私
の
心
に
や
き
つ
い
て
い
る
の

で
あ
る
。

死
刑
の
身
代
わ
り
と
な
っ
た
ダ
モ
ン

は
、
ピ
チ
ア
ス
が
約
束
の
期
限
ま
で
に

必
ず
城
へ
嫌
っ
て
米
る
こ
と
を
信
じ
て
髄

わ
ず
、
ピ
チ
ア
ス
も
ま
た
ダ
モ
ン
を
死
な

せ
て
は
な
ら
じ
と
、
。’一
日
三
晩
走

り
続
け

て
た
っ
た

。
人
の
母
親
に

。目
会

い
城
へ

た
ど
り
蓍
い
た
と
き
は
、
い
ま
ま
さ
に
ダ

モ
ン
が
死
刑
を
受
け
る
寸
削
で
あ
っ
た
。

王
様
は
こ
人
の
友
情
に
感
激
し
た
あ
ま
り

ピ
チ
ア
ス
の
卵
を
ゆ
る
Ｘｙ
た
の
で
あ
っ
た
。

恒
久
不
安
の
人
間
の
践
み
行
う

ぺ
き
遭

は
い
っ
の
世
に
も
永
久
に
臧
ぴ
る
こ
と
は

な
く
。
ま
た
爾
み
は
ず
し
て
は
な
ら
な

い

の
で
あ
る
。
払
は
思
う
の
で
あ
る
。
一
生

の
う
ち
。
信
じ
介
え
る
真
の
友
を
得
た
な

ら
ば
、
巨
端
の
富
な
ど
問
晒
で
は
な
い
何

よ
り
も
寓
さ
る
人
間
至
上
の
幸
福
で
あ
る

こ

と
を
。

（
異
国
の
丘
思

い
出
の
会
会
長

）

戦
友
愛
と
親
友
愛

稲

村

忠

男

４月　 卯月 ｛うづ き｝

IｓＨ ・新 月・発明 の日

201］・穀雨 ・遍 信紀念 日

22H ・柳挿 のＨ

２５Ｈ・市町 村制 公布｛剛21j

29H ・天 皇雌生 Ｈ

５月　 皐月 （さつ き）

１日 ・ メーデー・1=|＊ 赤十

事 杜剛 立妃念［1

2FI ・八 十八夜

３日 ・憲法 記念日 ・満ｎ

ｓｕ ・端 午の節 句・世 謇こ

ど ものＨ

８ 日・ 大栩擯夏場 所初 日

10 日・重 鳥週 間始 まる

14 日・祖 皮の 日

15 日・沖 縄復 帰記念 日

（ メモ）

山 菜狩 り　 野 山に自 生し

でい て所 有者の ない野 草に

高い お龠 を払っ て食べ るな

どと い うのは全 くもっ たい

ない ことで す。 ちょっと 足

を呻 ばし、 多少の 知奥義があ

れば諡 にも遠 直す ること な

く、 タダで自 然の恩 恵を受

けら れるので ず から 、今 年

は 大い に野草 を抹り 、食 嗔

をに ぎわしたい もので す。

心 配ご と相談日

場所：役場車康二階

時間：９時～12時

こ まったことや心配ごと があり

ましたらお気軽にご相談下さい。

秘密 は絶対に守り ます。

（相 麟 員）

4  月 日 ( 月）宇佐美 兵 蔵

月 郎 キ　ク

５月４Ｈ（水）曳 地 夥 作

佐 鱗 ハルヨ

５月14 日 (土）佐久間 岩 古

佐 雌 ち か

５月zsｎ（水）菊 地 平 助

安 藤 玉 井



電
話
料
金
の

お
支
払
い
方
法
が
変
わ
り
ま
す

五
卜
二
年
四
月
分
か
ら
の
電
報
電
話

料
金
は
、
コ
ン
ピ
ュ
ー
タ
計
算
に
よ
り

ご
請
求
申
し
上
げ
る
こ
と
に
な
り
ま
し

た
。
こ
れ
は
。
加
入
竃
話
の
飛
躍
的
増

加
に
よ
り
。
現
在
の
手
作
業
処
理
で
進

め
て
い
く
こ
と
が
、
非
常
に
困
雛
に
な

る
た
め
に
。
行
わ
れ
る
も
の
で
す
。

電
電
公
社
で
は
、
こ
れ
を
峨
会

に
。

よ
り
一
層
サ
ー
ビ
ス
の
改
画
に
努
め
て

ま
い
り
ま
す
の
で

、
嘔
情
ご
了

承
の
う

え
な
に
と
ぞ
よ
ろ
し

く
お
戟
い
い
た
し

ま
す
。

コ
ン
ピ
ュ

ー
タ
針
算
に
伴

い
、
賢
更

に
な
る
主
な
内
容
は
つ
ぎ
の
と
お
り
で

ｔＯ
公
社
飼

求
窿
、
領
収
１

の
様
式
が
、

は

が
き
化
さ
れ
、
カ
タ
カ
ナ
の
あ
て

名
で
お
届

け
し
ま
す
。
銀
行
辱

。
自

勅
支
払
い
を
ご
利
用
の
お
客
様
へ
の

領
収
書
も
、
は
が
き
化
さ
れ
ま
す
。

○
電
話
糾
金
の
支
払
い
朗
日
お
よ
び
針

羃
期
間
が
変
わ
り
ま
十
、

料金の計算期間及び支払い期日

T犬
-

3　11　分 4　11　旨15　11　分

,il蕚 期間
一 目 2 日卜-

2  20H
2咄l卜

3 月 0
3 月 %日ヽ

4 月 日
一一

5 月 に 日請求書到着Ｈ 311 71S嘖 物 材 貶 日 頃

£ 払 閘lj1 311 加卜 l ll XS 日 SH2SII

○
次
の
点
に
ご
注
意
く
だ
さ
い
．

一
は
が
き
化
さ
れ
る
公
社
請
求
齢
は
、

従
来
の
誚
求
Ｉ
よ
り
か
な
り
小
さ
く

な
り
ま
す
の
で
、
紛

失
な
さ
い
ま
せ

ん
よ
う
ご
注
意
ド
さ
い
．．

０
お
願

い

ｅ
カ
タ
カ
ナ
の
あ
て
名
な
ど

に
、
む
し

誤
り
が
あ
り
ま
し
た
ら
、
お
手
数
で

も
電
報
電
話
局
ま
で
お
知
ら
せ
下

さ

い
・・
　
　

｛

福
鳥
電
報
電
話
局

｝

夜 道 についた善意の と も し 火

町社協への寄付から

毎
月
み
な
さ
ん
か
ら

杜
会
福
祉
協
議
会
な
ど

へ
温
か
い
寄
付
が
寄
せ

ら
れ
て
お
り
、
そ
の
郁

度
『
善
意
の
窓

』
欄
で

紹
介
し
て
お
り
ま
す
が

こ
の
ほ
ど
、
そ
の
寄
金

で
防
犯
街
路
灯
が
設
両

さ
れ
ま
し
た
。

国
見
町
で
は
、
￥

次

針
鹵
に
よ
り
防
犯
街

路

灯
を
設
置
し
て
お
り
ま

す
が
、
多
く
の
費
川
が
か
さ
む
こ

と
か

ら
町
の
財
政
寥
情
か
ら
も
、
な
か
な
か

饗
望
に
こ

た
え
ら
れ
な
い
の
が
現

状
で

す

．そ
ん
な
中
で
、
み
な
さ
ん

か
ら
の
寄

け

と
地
権
占
の
ご
協
力
、
そ
し
て
、
東

北
電
力
株
式
会
社

の
好
意
あ
る
取
り
計

ら
い
に
よ
り
、
約
八
十
『
こ
万
円
の
工
９

を

二
　
三
　一
　
呎
明
寺
問
の
県

道

に
防
犯
街
路
灯
が
丘
基
取
り
付
け
ら
れ

ま
し
た
ご

‘の
あ
だ
り
は
人
家
も
な
く

し
か
も
交
通
獵
の
多
い
一
本
道
で
．
非

常
に
危
険
な
と
こ
ろ
で
し

た
が
、
こ
れ
で
安
心
し
て

通
れ
る
よ
う
に
な
り
ま
し

べ
み
な
さ
ん
の
笄
意

が
一

つ
に
な
っ
て
と
も
っ
た
わ

け
で
、
明
る
さ
も
ひ

と
き

わ
冴
え
る
こ
と
で
し
ょ
う

。

先
生
方
の
異
動

（
）
内
は
旧
任

敬
豚
略

【
退

職

】

▽
膏
野
武
彦
（
藤
田
小
校
長
）
▽
南
マ

サ
｛
藤
Ⅲ
小

｝
▽
福
井
チ
ヨ
ノ
｛
蒔
附

小

｝
▽
半
沢
富
男
（
森
江
野
小
）

〔
転

出
〕

▽
橘
鳥
市
教
育
委
員
会
｛
小
坂
小
校
長

｝

富
山
栄
一
▽
半
囲
醸
芳
小

一
小
坂
小
）

佐
久
問
満
▽
宮
城
県

’侮
田
小
｝
石
幡

良
子

▽
森
合
ふ
」（
藤
田
小

）
小
林
平
．二

▽
人
用
小
｛
森
江
野
小

｝
菅
野
哲
男
▽

梁
川
中
校
長
（
県
北
中
校
長

）
蓬
田
弘

▽
針
道
小
校
長
｛
県
北
中
教
鶻
一
一

波

信
夫
▽
梁
川
中
｛
県
北
中

｝
今
村
文
直

▽
福
鳥
こ
中
｛
県
北
中

｝
松
浦
久
7
.

一
転

人
〕

▽
藤
田
小
紋
長
（
明
治
小
校
長

）
小
」川

廠
▽
藤
田
小

一
掛
川
小
」
｝
長
沢
マ
ス
エ

▽
藤
Ⅲ
小
｛
粟
野
中

｝
岩
渕
は
Ｆ

▽
藤

田

小
｛
国
兒
町
教
脅
委
ｎ

会

｝
渡
部
正

俊
▽
藤
田
小
｛
石
田
小

｝
佐
藤
恭
子

▽

蒔
田

小
｛
折
ぽ

｝
橋
本

陽
ｆ

▽
小
坂
小

皎
長
｛
佐
須
小
校
長
｝
并
戸
川
寅
志
▽

小
坂
小

一
小
抻
小

｝
藤
田
祁

夫
▽
森
江

野
小
教
頭
｛

山
木
屬
小
教
頭

｝
阿
部
沖

藏

▽
森
江
野
小

（
木
輔
二

小

）
五
卜
嵐

悦
唯

▽
県
北
中
校
長

’掛
田

小
校
長
一

字
田
義
教
▽
県
北
中
教
頭
｛
小
野
中
教

頭
、
峯
藤
益
ミ

▽
県
北
中
（
木
帳
こ
小

高
野
佳
子

▽
県
北
中
｛

鄒
路
一
中

｝
湯

Ⅲ
健
一

あ な た の 街 で す。自 然 で す。

吸か らの投 げ捨 てはやめましょう，

タバコは町内で買いましょう

感
電

に
ご
注

意
μ

鶫

の
７

の

季

歸
で

す
．

４
｀
譌

煢
ｆ

ル
ず

あ
や

ま
り
て

嵬

ｌ

に
亠
に

ｌ

ｆ
｀
し

た
．ｌ

が

あ
９

車

す
．

ｆ

ル

の
４

つ

け
Ｉ

″
ず`
Ｃ

の
ｌ
、
い
ａ

！

の

４

Ｉ

に

亠

れ

な
い
Ｉ

に

‘
’ｊ
ａ

く

だ
さ

い
．

東
北
電
力



回
技
能
検
定
を
実
施

技
能
検
定
は
、
労
働
者
の
有
す

る
技

能
を
一
定
の
基
準
に
よ
っ
て
検
定
し
、

こ
れ
を
公
証
す
る
国

家
検
定
制
度
で
す
。

本
県
で
も
今
年
で
十
九
年

め
を
迎
え
て

合
格
者
は
九
千
名
を
数
え
、
そ
れ
ぞ
れ

の
企
業
で
地
域
溲
楽
鑼

興
の
た
め
に
活

躍
し
て
お
り
ま
す
。
　
　
　
　
　

。

さ
て
、
昭

和
五
十
二
年
度
前
期
技
能

検
定
を
次
の
と
お
り
行

い
ま
す
。

６
受

付
期
間

昭
和
五
十
二
年
五
月
二
日
か
ら
瓦
月

十
三
日

ま
で

劭
臓
　

種

・
造
圃
・
鋳
造
・
機

械
加
工

・
金
属
プ

レ
ス
加
工

・
鉄
工
・
板
金
・
電
気

め
っ

き
・
仕
上

げ
・
竃
訊
械
器
組
立
て
・
婦

人
子
供
服
製
造
・
木
工

機
械
調
整
・
木

型
製
作
・
木
工

・
プ
ラ

ス
チ
ッ
ク
成
形

・
と
び
・
左
官
・
ブ
ロ
ッ
ク
建
築
・
夕

イ
ル
彊
り
・
畳
製
作
・
床
上
げ
施
工

・

ス
レ
ー
ト
施
工
・
表
具
・
塗
装

○
裏
技
試
験

昭
和
五
十
二
年
六
月
二
十
九
日
か
ら

九
月
一
二
十
日
ま
で

○
学
科
試
験

昭
和
五
十
二
年
九
月
十
一
日
、
十
八

日
、
二

十
五
日

○
合
格
発
表

昭
和
五
十
二
年
十
月
十
八
日

○
そ
の
他

技
艇
検
定
に
つ
い
て
く
わ
し
い
こ
と

を
知
り
た
い
方

は
左
記
の
と
こ
ろ
に

お
た
ず
ね
く
だ
さ

い
。

福
鳥
県
商
工
労
脚
部
職
業
訓
練
課

？

〇
二
四
き

二
了

一
二

一
内
楾一
元

八
三

欄
鳥
県
技
能
検
定
協
会

三

〇
二
四
と

二
Ｔ

に
元

七

口

「
若
人

の

翼
」

団
員
募
集

『
若
人
の
冀
』
は
地
域
の
青
少
年
団

体
や
グ
ル

ー
プ
な
ど
で
活
躍
し
て

い
る

青
年
を
海
外
に
派
遣
し
、
海
外
研
修
を

通
じ
て
幅
広

い
睨
野
と
正
し

い
国
際
ｓ

寛
を
身

に
つ
け
る
こ
と
を
目
的
と
し
て

県
が
毎
年
行
っ
て
い
る
も
の
で
す
。

期

間
は
昭

和
五
十
二

年

九
月
四
日

（
日

）
か
ら
九
月
十
ハ
ロ
ま
で
の
十
五

日

間
で
す
。
費
用
は
自
己
負
担
飯
が
十

六
万
円
、
行
先
は
西

ド
イ

ツ
な
ど
ヨ
ー

ロ
ッ
パ
方
面
で
す
。

募
集
人
員

一
般
団
ａ

は

Ｉ
〇
四
名

応
募
資
格

・
福
鳥
県
に
居
住
し
て

い
る
古
で
、
昭

和
二
十
四
年
四

月
一
一`
日
か
ら
昭
和
三

十
二
年
四
月
一
日

ま
で
の
出
生
者

・
青
少
年
グ
ル
ー
プ
な
ど
に
加
入
し
て

お
り
、
帰
国
後
も
活
動
で
き
る
者

・
心
身
が
健
全
で
団
体
生
活
が
で
き
る

者

そ
の
他

応
募
方
法
な
ど
く
わ
し

い
こ
と
を
聞

き
た

い
力

は
、
町
教
肯
委
鈿
会

に
む
問

い
あ
わ
せ
く
だ
さ
い
。
し
め
切
り
は
四

月
三
十
日
で
す
。

豊
明
2
1
1
1

㈲
4
1
7
1

回
日
本
画
・
書
道
・
写
真

合

同
展
示

会

次
の
と
お
り
、
日
本
画
・
ｌ

道
・
写

真
の
各
ク
ラ
ブ
が
合
同
展
示
会
を
闘

き

ま
す
。
も
と
も
と
案
人
ぱ
か
り
の
あ
つ

ま
り
で
す
が
、
何
よ
り
も
好
き
な
者
同

志
、
日
頃
の
練
習
を
み
な
さ
ん
に
見
て

い
た
だ
き
た
い
と
思

い
ま
す
。
お
き
そ

い
合
わ
せ
の
上

。
ぜ
ひ
ご
ら
ん
く
だ
さ

い
。

い
　

つ

五

月
四
日
～
五
日

午
前
九
時
～
午
債
五
時

ど
こ
で

町
民
福
祉
セ
ン
タ
ー
　

ニ
階

講
堂

入

場
料

無
科

後

援

国
兄
町
公
民
館

回

税
金

を
間
違

っ
て

申
告
し
て

い
ま
せ
ん
か

晴
定
巾
告
を
し
た
が
計
算
が
間
遠
っ

て
い
た
と
い
う
方
は
あ
り
ま
せ
ん
か
。

も
し
間
違
っ
て
い
た
ら
次
の
方
法
で
訂

正
す
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

▽
税
金
を
多
く
申
告
し
た
と
き

納
め
過
ぎ
の
税
金
を
返
し
て
も
ら
う

た
め
に
「
更
正
の
請
求
」
を
す
る
こ
と

が
で
き
ま
す
。
た
だ
し
、
こ
れ
は
来
年

の
三
月
卜
五
日

ま
で
で
す
か
ら
注
意
し

て
下
さ

い
。

▽
税
金
を
少
な
く
申
告
し
た
と
き

正
し
く
計
算
し
な
お
し
て
「
修
正

申

告
」
を
す
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

▽
晴
定
巾
告
を
忘
れ
て

い
た
と
き

う
っ
か
り
し
て
確
定
巾
告
を
忘
れ
て

い
た
人
は
、
今
す
ぐ
確
定
申
告
（
期
限

績
申
告

）
を
し
ま
し
ょ
う
。

更
正

の
請
求
や
修
正

申
告
。
期
限
後

巾
告
に
つ
い
て

お
わ
か
り
に
な
ら
な
い

点
は
、
役
場
税

務
課
、
ま
た
は
税
務
書

に
ご
相
談
く
だ
さ
い
。

善

意

の

窓（

敬

称

略

）

町

社
会
禍
祉
協
議
会
へ

○
若
人
の
会

（
代
表
遠
藤
義
腸

）

五

千

円

町
公
民
館
へ

Ｏ

国
見
町
青
年
学
級
生
一
同

（
委
員
長
遠
藤
喜
正

）

図
書
購
入
費
と
し
て
一
万
五
千
円

＠
市
川
公
子
―
偲
生
派
華
通
教
授

（
藤
印
字
一
丁
田
二
、
４
の
ｎ

）

三

万

円

Ｏ

佐
々
木
治
郎
ｌ
綽
Ⅲ
珠
算
ク
ラ
ブ
家
長
）
　

（
藤
田
字
観
月
台
一
）

家
庭
教
育
講
座
全
Ｑ
巻

○

本
Ⅲ
林
一
郎

ｉ

Ⅲ
事
堤
下
匐
の

こ
　

図
書
『
尾
瀬
に
死
す
』

＠

佐
藤
善
次
郎
―
前
公
民
館
長

（
小
坂
事
小
坂
3
7
）

日
本
の
歴
史
全
1
6巻

カ
ッ
プ
ル
誕
生

．
．一ｎ

中

に

婚

剞

鰄

し

た

人

で

町

内

に

疣

ん

で

ぃ
る

人

氏
　
　

名
　
　

部
落
ｉ

住
所
｝

佐
久
間
正
孝
　

板

橋

佐
藤

洋
子
　

白
石
市
越
河

佐
藤

長
一
　
　
石
毋
田
東

野
地
美
紀
子
　

二
本
松
市

阿
部

奉
藏
　

石
母
田
北

秦
　

英
子
　

富
町
北

佐
滕

正
己
　

桑
折
町

渋
谷
焚
智
子
　

上

野

佐
久
間
貞
雄
　

板

檎

佐
藤

時
子
　

保
原
町

蚫
蔭

洋
一
　

鳥

取

市

喜
美
子
　

桑
折
町

佐
藤
　

実
　

原

町

曳
地

則
子
　

梁
川
町

熊
坂

初
男
　

内
谷
東

野
村

静
子
　

桑
折
町

八
木
澤
仁
次
郎

福
鳥
市

佐
藤

愛
子
　

泉
田
下

高
橋

長
俊
　

貝

田

村
山

年
子
　

田
村
郡
滝
槻
町

三
木
　

武
　

山
崎
館

森
岡

繁
子
　

福
鳥
市

佐
藤

哲
郎
　

北

部

安
ｍ

栄
予
　

保
川
町

佐
藤

則
雄
　

貝

田

高
檎

幸
子
　

貝

田

圃
井

邦
栄
　

駅

前

瀬
戸

玲
子
　

上

野

佐
藤

康
博
　

石
毋
田
表

菅
野

明
子
　

福
鳥
市



お
知
ら
せ

成
人
病
検
診

県
内
の
全
死
亡
者
の
う
ち
六
五
％
が

脳
卒
中
、

ガ
ン
を
は
じ
め
と
す
る
成
人

綢
に
よ

り
亡
く
な
っ
て

い
ま
す
。
成
人

病
の
初
期
は
白
寛
症
状
の
な
い
こ
と
が

多
く
、
な
お
り
に
く
い
病
気
と
さ
れ
て

い
ま
す
。
泊
療
の

キ
メ
手
は
早
期
発
見

と
早
期
治
療
が
篇
一
で
す
。
健
康
に
自

信
の
あ
る
方
も
三
十
五
歳
に
な
っ
た
ら

年

一
回
は
検
珍

を
受

け
。
安
心
し
て
毎

日
を
過
ご
し
ま
し

よ
う
。

町
で
は
、
五
月
十
一
、
十
二

日
に
成

人
病
検
診
を
実
施
し
ま
す
の
で
、
希
望

者

は
五
月
四
日

ま
で
申
し
込
ま
れ
る
よ

う
お
知
ら
せ
い
た
し
ま
す
。

な
お
検
砂
包
目
は

『
冐
問
接
機
彫
』

「
血
圧
測
定
」
「
心
電
図
測
定
」
「
尿

検
重
」
で
料
金

は
千
円
で
す
。

申
し
込
ま
れ
る
際
は
役
鳩
保
健
衛
生

係

ま
で
、
住
所
、
氏
名
を
は
っ
き
り
お

知

ら
せ
く
だ
さ
い
。

一
‘公
二
一
一
一
有
四
一
六
五

労
働
保
険
の
年
度
更
新

昭
和
五
十
二
年
度
の
労
働
保
険
（
労

災
保
険
。
履
用
保
険
）
の
年
度
更
飯
の

時
期
が
ま
い
り
ま
し
た
。
四
月
初
め
に

Ｑ
、
県
か
ら
送
付
さ
れ
る
申
告
附
紙
と

記
人
要
轆
を
よ
く
お
読
み
い
た
だ
い
て

五
月
十
五
日
ま
で
に
、
自
主
申
告
。
自

主
納
付
を
も
よ
り
の
金
融
機
関
、
郵
便

局
、
労
働
基
準
監
督
署
、
ま
た
は
県
雇

用
保
険
課
に
さ
れ
ま
す
よ
う
お
軼
い
い

た
し
ま
す
。

ま
た
。
期
日
ま
で
申
告
の
で
き
る
よ

う
、
貸
金
台
帳
等
を
整
備
し
て
お
か
れ

る
よ
う
お
願
い
い
た
し
ま
す
。

福
鳥
労
働
基
準
局

福
鳥
県
商
工
労
働
部

お
気
軽
に
ど
う
ぞ

自
動
車
保
険
の
請
求
相
談

最
近
、
交
通
事
故

に
よ
る
死
者

は
減

少
の
き
ざ
し
を
見
せ
て

い
る
も
の
の
、

交
通
事
故
の
発
生
は
、
お
び
た
だ
し
い

数
に
の
ぽ
り
、
大
き
な
社
会
問
題
と
な
っ

て
い
ま
す
。

そ
こ
で
社
団
法
人
日
本
損
害
保
険
協

会
に
お
い
て
「
自
助
車

保
険
謫
求
相
談

セ
ン
タ
ー
」
を
設
置
し
、
強
制
、
任
意

を
問
わ
ず
、
自
助
瞰
保
険
の
請
求
相
談

に
応
じ
て

い
ま
す
。

ま
た
、
セ
ン
タ
ー
委
嘱
の
弁
護
士

が

毎
週
木
曜
日
に
、
複
雑
な
法
律
廴
の
ご

相
談
に
も
お
答
え
す
る
こ
と
に
な
っ
て

い
ま
す
。
相
岐
料
は
一
切
無
料
で
す
の

で
Ｉ

』遠
慮
な
く
ご
利
用
下

さ
い
。

◇
開
設
埼
所

福

鳥
市
大
町
七
―
二
五

七
十
七
ビ

ル
丘
陵

自
動
車
保
険
料
率
算
定
会

福

島
糾
査
事
務
所
内

福
鳥
自
動
車
保
険

錆
求
相
鮫
セ
ン
タ
ー

｛
ａ

福
鳥
二
三
一

三
四
七

こ

◇
相
談
時
間

平

日
　

９
時
3
0
分
～
1
6時
3
0
分

土
曜
日
　

９
時
3
0
分
～
1
2時

◇
弁
麟
士
相
談
日

毎
遇
木
曜
日
　
1
3
時
～
1
6時

た
だ
し
木
曜
日

が
休
日
に
あ
た
る
場

合
は
金
曜
日

お

め

で

と

う

ご

ざ

い

ま

す

コ
一
月
中

に
届

け
ら

れ

た
方

｛

敬

称
略

｝

｛

父
の

氏

名

｝

孚

の
名

）
（

郎

落
）

曳

地

正

美

美

和

鑠
宗
山
西

高

檎

敏

夫

健
　

一
　

裙

十

一

板

橋

哲

雄

麻

里

子
　

山
崎
小

館

吃

曝

書

平

喜

和
　

石
毋

附
良

佐

蘿

串

一
　

咲

子

高

城

大

沼

幸

一
　

美

妃

貝

田

佐

久

閥

友

一
　

友

和

第
　

一

高

橋

豊

光

睦

子
　

山

縛
小
鰈

野

村

直

人

道

正

板

檎

安

藤

健

治

恵

美

前

田

槊

原

悦

行
　
　

潤

富

町

南

八

魯

忠

義

ゆ

か

り

疎
水
山
北

奥

山

光

雄

貴

袒

大

町

南

高

檎
　

昭

一
　

裕

二

鳥

取

菊

地

良

七
　
　

孝

石
毋

出
原

林

栄

次

郎
　
　

亨

宮

前

菊

地

静

示

静

一

郎

駅

前

安

藤

仙

三

真

由

葵

前

田

山
火
事
に
注
意

お
く
や
み
申
し
あ
げ
ま
す

三
月
中
に
届
け
ら
れ
た
方

（
敬
称
略
）

｛
氏

名
｝
　

｛
年
齢
｝
（
郎
落
）

渋
谷

ヤ
ヨ
　
　
6
0
　

光
明
寺

佐
藤
久
太
郎
　
　
8
3
　

乱

城

熊
坂
　

ツ
ネ
　
　
8
1
　

内
谷
東

後
藤
　

壻
　
　

一
’ｌ
　

徳
江
北

菊
地

傳
治
　
　
7
3
　

石
毋
川
西

練
江
喜
三
郎
　
　
6
4
　

第

九

洩
野

ブ
ン
　
　
7
8
　

内
谷
東

松
浦

ト
ク
　
　
8
9
　

光
明
寺

佐
藤
（

ツ
ノ
　
　
8
0
　

第

四

編
集

日

記

○
卯
月

と
い
う
と
、
い
か
に
も
ま
ろ
や

か
な
、
ゆ
っ
た
り
と
し
た
も
の
が
鵬
じ

ら
れ
ま
す
。
空
も
早
春
の
よ
う
に
晴
れ

渡
っ
た
青
さ
は
な
く
初
夏
の
よ
う
に
ぎ

ら
つ
く
太
陽
も
あ
り
ま
せ
ん
。
全
体

に

薄
い
霧

が
全
天
を
お
お
い
、
花
一

と
い

わ
れ
る
明
る
い
曇
天
の
日
が
多
く
な
り

ま
す
。

Ｏ
今
年
度
の
町
の
予
算
は
約
十
三
池
円

こ

般
会
針
）
。
と
い
っ
て
も
ピ
ン
と

き
ま
せ
ん
が
、
と
に
か
く
こ
れ
で
一
年

間
、
町
の
台
所
を
賄
っ
て
い
く
こ
と
に

な
り
ま
す
。
莟
し
い
の
は
ど
こ
の
家
針

蹲
も
同
じ
で
、
町
で
生
み
出

す
お
金
は

そ
の
う
ち
の
約
二
割
、
残
り
は
借
金
を

し
た
り
、
国

や
県

に
依
存
し
て
や
り
く

り
し
て
い
る
わ
け
で
す
。

○
今
月
か
ら
、
公
民
館
で
発
行
し
て
い

た
「
館
報
く
に
み
」
が
「
公
民
館
だ
よ

り
」
と
名
を
改
め
て
。「
広
報
く
に
み
」

と
併
せ
て
編
集
す
る
こ
と
に
な
り
ま
し

た
。
昭
和
三
十
年
に
第
一
号
が
発
行

さ

れ
て
以
气

長

い
問
親
し
ま
れ
て
き
た

館
輹
、
そ
の
姿
は
変
え
て
も
公
民
館
は

い
つ
も
み
な
さ
ん
と
と
も

に
歩
ん
で
い

ま
す
。
き
た
ん
の
な
い
ご
老
兇
を
お
磚

ち
し
て
い
ま
す
。
　
　
　
　

（
Ｋ

）
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